
 平成３０年度 文京区立本郷小学校 授業改善推進プラン（体育科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

○２０～４０ｍの距離を蛇行せず

に、真っすぐ走る。 

○手タッチやバトンを利用したリレ

ーをする。 

○大きさの異なるボールを投げた

り、ボールを蹴ったりする、攻守

交代型と攻守分離型の簡単なボー

ルゲームをする。 

○体を動かす楽しさや心地良さを味

わいながら、基本的な動きを身に

付ける。 

○それぞれの運動の動き方を知り、

楽しく運動ができる場や行い方を

工夫したり、選んだりする。 

○４０～７０ｍの距離を前後に腕を

大きく振って、前を見て軽く前傾

させて走る。 

○テークオーバーゾーン内で走りな

がらバトンパスをし、コーナーの

内側に軽く体を傾けて走ってリレ

ーをする。 

○基本的なボール操作やボールを持

たないときの動きによって、易し

いゲームをする。 

○体を動かす楽しさや心地良さを味

わいながら、体の基本的な動きを

身に付けたり、それらを組み合わ

せたりする。 

○自己の能力に適した課題をもち、

動きを身に付けるための活動を工

夫する。 

 

 

 

○５０～８０ｍの距離をスタンデ

ィングスタートで上体をリラッ

クスさせて走る。 

○リレーではテークオーバーゾー

ン内で減速の少ないバトンパス

をする。 

○簡易化されたゲームで、基本的な

ボール操作やボールを受けるた

めの動きによって、攻防をする。

能力を向上させたり、チームを勝

利に導いたりするような声掛け

や作戦を立てるようにする。 

○運動の楽しさや喜びに触れ、マッ

ト運動では基本的な回転技や倒

立技を、跳び箱運動では支持跳び

越し技を安定して行う。また鉄棒

運動では、基本的な上がり技や支

持回転技、下り技を安定して行

う。 

○自己の能力に適した課題の解決

の仕方や技の組み合わせ方を工

夫する。 



 

 

 

 

 

 

児
童
の
実
態 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○体を動かすことが好きな児童 

が多く、校庭や体育館遊びのあ

る日の朝遊びや休み時間には、

ほとんどの児童が校庭や体育

館で遊び、体育の授業を楽しみ

にしている。 

○一定の力を維持して真っ直ぐ

走れる児童もいるが、走りなが

ら曲がっていってしまう児童

もいる。 

○簡単なゲームのきまりを守っ

て楽しむことができる。 

○マット遊びで、前転がりや肋木

を使った逆立ちができる児童

が多い。自分で考えて遊びを工

夫する児童が多く見られた。 

 

３ 
 

年 

○体育を楽しみにしている児童

が多く、体を動かすことが好き

な児童が多い一方で、休み時間

は室内で過ごそうとする児童

もいる。 

○「リレー」では、走りながらバ

トンパスをすることやコーナ

ーを走ることを知り、意欲的に

練習に取り組んだ。スムーズに

バトンパスができる児童が増

えたが、個人差がある。 

○多様な動きの経験に乏しいの

で、動きのレパートリーが少な

い。 

 

５ 
 

年 

○体を動かすことに好む児童が多い

が、休み時間に積極的に外で遊ぶこ

とにつながらない児童もいる。 

体を動かすことは好きでも、うまく

できない、苦手というような自信の

なさが消極性につながっている。 

○リレーやゲームの中では、作戦を立

てることよりも、個人の能力でなん

とかしようとする児童が多く見ら

れる。 

○ソフトバレーボールでは、積極的に

声は掛け合っているものの、どのよ

うにすれば勝てるかなどのアドバ

イスが少ない。 

 

２ 

年 

○体を動かすことが好きな児童

が多く休み時間に、鬼遊びやボ

ール、一輪車等で遊ぶ児童が多

い。 

○声をかけないと外遊びをしよ

うとせず、読書や会話など、教

室で過ごすことを好む児童も

見られる。 

○新しい動きや遊び方を提示す

ると、意欲的に取り組む児童が

多い。 

○簡単なゲームでは、きまりを守

って楽しむことができる児童

が多い反面、苦手な児童もい

る。 

 

４ 
 

年 

○体育を楽しみにしている児童

が多い。 

○男子は運動することが好きな

児童が多く、休み時間は体を動

かして遊んでいる。女子は声を

かけないと外に出ない児童も

少なくない。 

○表現の学習に意欲的に取り組

み、全身を使って踊る技能は向

上した。 

○自己の能力に合った場を選択

したり、動きを工夫したりする

経験が少ない。 

○多様な動きの経験に乏しいの

で、動きのレパートリーが少な

い。 

 

６ 
 

年 

○スタートのタイミングがつかめず、

前を向いたまま、スピードを落とさ

ずにバトンパスをすることが十分

ではない。 

○マット運動では、倒立系の技はほと

んどの児童が習得しているが、回転

系の後転の習得率が低い。 

○運動のポイントを意識せずに運動

してしまうことが多い。「わかる・

できる」のつながりを大切にし、基

礎・基本的な動きを丁寧に指導して

いく必要がある。 

○技能面での差が大きいため、児童同

士の教え合いを活発化させたり、動

きのポイントを明記して意識させ

て運動に取り組ませたりしていき

たい。 



 

 

 

 

 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 

○いろいろな形状のコースを作った

り、スタートの姿勢を変えたりし

ながらいろいろな走り方を経験さ

せる。 

○折り返しリレー遊びや低い障害物

を置いたリレー遊びをし、相手に

手のひらを向けてタッチしたり、

筒状や輪のバトンを渡したり受け

たりする。 

○大小、形、弾む・弾まないなど、

いろいろなボールを使い、つく・

転がす・投げる・当てる・捕る・

蹴る・止めるなどの多様な動きを

経験させる。 

○ゆりかごやかえるの足うちなどの

運動遊びに十分に慣れ親しませる

ことで、腕支持や、順次接触とい

った主運動につながる動きを身に

付けさせる。 

○マット遊びや跳び箱遊びでは、複

数の場を用意し、自分で場の選択

を行う経験を積ませていく。 

○活動ごとにポイントを明確に示

す。また、教師が個別に声かけを

したり、ペアやトリオ、グループ

で見合い、アドバイスしたりする

など、実態に応じた関わり合いの

場面を意図的に設定していく。 

○体力向上のため、毎時間最初の５

分間を使い、鬼遊びなどの活動を

取り入れていく。 

○視聴覚資料や学習環境を整備す

る。 

○グループに分かれてバトンパスを

しながら競走することで、スター

トするタイミングやバトンの渡し

方、受け方の感覚をつかませるよ

うにする。 

○スタートについて、いろいろな姿

勢から走り出す経験をさせ、スタ

ートラインより重心が前に出るス

タート姿勢が素早い走り出しにな

ることに気付けるようにする。 

○児童の実態に合った様々な種類の

易しいゲームに取り組ませて、ゲ

ームに合った動きを身に付けるよ

うにする。 

○動きのポイントに合わせた場や技

を習得しやすい易しい場を用意

し、自己で練習の場を選択できる

ようにする。 

○ペアやトリオ、グループ活動を多

く行うことで、児童同士の見合い

や教え合いの場を意図的に設定す

る。 

○毎時間の授業の中で５分間は、体

力向上のための運動を取り入れ

る。 

○視聴覚資料や学習環境を整備す

る。自己の動きを客観的に把握し

たり、作戦を視覚的に捉えたりす

ることで、技能の向上に生かせる

ようにする。 

 

○まずはバトンの受け渡しを止まっ

た状態で確認し、バトンの受け渡

し方を身に付ける。また、目印を

置いたり、「はい」「ＧＯ」の掛け

声をかけたりしながら相手との距

離をつかむことで、走りながら前

を向いて受け取ることができるよ

うにする。 

○器械運動では技を示範したり、学

習カードを用意したりして、動き

のポイントを理解させる。児童同

士の教え合いやコツの紹介といっ

た交流を充実させていく。 

○体つくり運動を行い、スポーツテ

ストの結果から自分の体力の現状

を知り、継続的に取り組む時間を

確保する。課題の残る基本的な動

きについては、練習する時間を計

画的に設ける。 

○学習カードを活用した振り返りを

行い、運動を通して身についたこ

とや高まったこと、うまくいかな

かったことなどについて振り返る

ようにし、自分なりのめあてを考

えるようにする。 

○ペアやトリオ、グループ活動を多

く行うことで、児童同士の見合い

や教え合いの場を意図的に設定す

る。 

○毎時間、５分間体力向上のための

運動に楽しみながら取り組ませる

ようにする。 

○視聴覚資料や学習環境を整備し、

活用する。 

 


